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自分の生き方を求め 今を大切にする

朝日中生を育成する 

 

 

 

 

朝日中通心 
生徒数 （令和 7．1．31 現在） 総数 295 人 

１年 103 人  ２年 104 人  ３年 88 人 

令 和 ７ 年 １ 月 3 1 日 

  

 

 

奄 美 市 名 瀬 朝 日 2 9 番 地 １ 
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HP:http://www.city.amami.kagoshima.jp/asahi-j/ 

過
ち
や
失
敗
に
寛
容
な
社
会 校

長 

山 

宗
功 

蒔
田
晋
治
さ
ん
と
い
う
方
が
書
い
た
「
教
室
は
ま
ち
が

う
と
こ
ろ
だ
」
と
い
う
詩
が
あ
る
。
紙
面
の
都
合
で
全
文

は
紹
介
し
な
い
が
、
「
ま
ち
が
っ
た
意
見
を
ま
ち
が
っ
た

答
え
を 

あ
あ
じ
ゃ
な
い
か
こ
う
じ
ゃ
あ
な
い
か
と
み
ん

な
で
出
し
合
い
言
い
合
う
中
で
ほ
ん
と
の
も
の
を
見
つ
け

て
い
く
の
だ 

そ
う
し
て
み
ん
な
で
伸
び
て
い
く
の
だ
」

と
い
う
一
文
は
、
こ
の
詩
と
出
会
っ
て
か
ら
自
分
の
な
か

で
大
事
に
し
て
き
た
考
え
方
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
時
代
は
進
み
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
達
し

て
、
知
り
た
い
こ
と
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
中
に
詳
し
く

記
さ
れ
、
間
違
わ
な
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
私
た
ち
の
生
活

と
密
接
な
つ
な
が
り
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
お
か

げ
で
我
々
の
生
活
が
便
利
で
快
適
に
な
っ
た
こ
と
は
事
実

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
自
体
を
批
判
す
る
つ
も
り
は
な
い
。 

た
だ
、
昨
今
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
状
況
を
見

て
い
る
と
、
過
ち
に
対
し
て
と
て
も
厳
し
い
世
の
中
の
構

図
が
あ
り
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
過
ち
は
確

か
に
よ
く
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
私
が
心
配
に
感
じ
る
の

は
、
過
ち
に
厳
し
い
世
の
中
が
、
子
供
た
ち
も
含
め
て
、

人
々
が
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
り
、
過
ち
か
ら
学
び
成

長
し
た
り
す
る
こ
と
や
そ
の
人
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
こ

と
を
は
ば
ん
で
し
ま
わ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
技
術
革
新
は

多
く
の
失
敗
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
今
の
便
利
さ
の

恩
恵
を
私
た
ち
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、
先
人
が
過
ち
や
失

敗
を
繰
り
返
し
、
そ
こ
か
ら
学
ん
で
、
よ
り
よ
い
も
の
を

見
つ
け
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
人
も
過
ち
を
繰
り
返
し
な

が
ら
学
び
、
大
人
に
な
っ
て
い
く
。
完
璧
で
な
い
か
ら
人

は
助
け
合
い
、
支
え
合
う
。
子
供
た
ち
の
生
き
る
未
来
が

過
ち
や
失
敗
に
対
し
て
、
も
う
少
し
寛
容
な
社
会
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。 

 

一
月
八
日
（
水
）
に
三
学
期
始
業
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
各
学
年
（
一
年
生 

森
田
桐

彩
さ
ん 

二
年
生 

元
田
宗
佑
さ
ん 

三
年

生 

森
音
緒
さ
ん
）
や
生
徒
会
代
表
（
重
村

莞
平
時
さ
ん
）
の
生
徒
が
二
学
期
の
反
省
等

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
三
学
期
や
次
年
度
に
向

け
た
決
意
を
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ど
の

生
徒
も
、
や
る
ぞ
と
い
う
気
概
に
満
ち
た
表

情
で
、
具
体
的
な
行
動
目
標
を
掲
げ
て
い
ま

し
た
。 

特
に
三
年
生
に
と
っ
て
は
、
受
験
を
控
え

る
大
切
な
学
期
に
な
り
ま
す
。
未
来
の
自
分

が
今
の
自
分
の
努
力
に
感
謝
す
る
よ
う
に
精

一
杯
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

一
・
二
年
生
は
次
の
学
年
の
準
備
の
学
期

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
学
習
面
や
生
活
面
を
振

り
返
っ
て
、
こ
の
学
年
で
身
に
付
け
る
べ
き

（
改
善
す
べ
き
）
も
の
は
し
っ
か
り
と
身
に

付
け
て
（
改
善
し
て
）
進
級
し
ま
し
ょ
う
。 

 

三
学
期 

始
業
式 

 

本
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
設
置
さ
れ
て
い
る
バ
ッ
ク
ク
ネ
ッ
ト
は
設
置

か
ら
か
な
り
の
年
数
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
も
、
奄
美
市
教
育
委
員
会
に
修
繕
の
相
談
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
諸
般
の
事
情
か
ら
な
か
な
か
修
繕
が
進
ま
な
い
状
況
で
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
本
校
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル
の
協
賛
会
社
に
加
盟
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
株
式
会
社
ハ
ト
ハ
マ
オ
ー
ト
代
表
取
締
役
で
本

校
保
護
者
の
再
田
洋
樹
様
が
御
厚
意
に
よ
り
、
本
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
修
繕
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

特
に
、
野
球
部
の
生
徒
た
ち
は
、
新
し
い
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
が
設
置

さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
思
い
っ
き
り
プ
レ
ー
す
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
今
後
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
本
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
練
習
試
合
の
会
場
と
し
て
も
よ
く
使

用
さ
れ
ま
す
。
今
後
大
切
に
使
用
い
た
し
ま
す
。
紙
面
で
は
あ
り
ま

す
が
、
紹
介
と
と
も
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
を
修
繕
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た 

令
和
７
年
の
幕
開
け
で
す
。 

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
ま
た
新
た
な
気
持

ち
で
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。 

②【足場の完成】 

①【資材搬入】 ③【完成】 



 

今年度も花を贈呈してくださいました！ 

 １月15日（水）に奄美大島法人会の濱川さんが来校され，たくさんの 

花（ビオラ）を贈呈してくださいました。頂いた花苗は，今後授業等を 

活用して鉢へ植え替える予定です。 
生き物を育てることで豊かな感受性を育まれ，情操豊かな生徒を育成 

することができると言われています。本校も引き続き花いっぱいの学校 
を目指していきます。今後行われる卒業式や入学式が色とりどりの花に 
囲まれた華やかな式になるように大切に育てて育てたいと思います。 

津波を想定した避難訓練 １，２年生鹿児島学力・学習状況調査 

１月20日（月）に地震による津波を想定した避難訓練を

実施しました。当日は，奄美市役所総務課危機管理室の助

言をいただき，津波発生時には校舎３階に避難する垂直避

難を行いました。今回の訓練では，地震発生直後は机の下

に入り自分の身を守ること。揺れが収まったら安全確認し

ながら速やかに垂直避難を行うことを確認することができ

ました。 

避難訓練後は体育館へ移動し，奄美市役所総務課危機管

理室の担当者から講話をしてもらいました。いつ何時起こ

るかわからない災害に対する心構えを学ぶよい機会になり

ました。 

 １月 15日（火）・16日（水）に１，２年生を対象と

した鹿児島学力・学習状況調査を実施しました（鹿児島県

教育委員会主催）。今回からＣＢＴ形式（調査サイトを利

用したＷＥＢテスト）で行われ，生徒は自分のタブレット

で問題を読み込んで解答しました。初めてのＣＢＴ形式で

の実施のため，本校では生徒の負担等を考慮し３時間連続

での調査にならないように時間割を設定しました。 

 今後，調査結果を基に分析を行い，指導方法を改善しな

がら，確かな学力の定着を図ることができるよう，学校で

も積極的に取り組んでいこうと考えています。 

学校評価の御提出ありがとうございました 

学校評価（２学期分）の御提出ありがとうございました。学校評価は，多面的な立場から学校の教育実践や家庭での

取組を把握・分析し，今後の教育活動のよりよい実践に生かしていくことが目的です。また，保護者の方々が家庭での

生活を振り返ることで子供たちと一緒に生活改善を目指すきっかけになることを目指しています。提出状況は以下のと

おりです。なお，回答内容によっては，個別にお答えすることもありますので，引き続き記名式でのアンケートに御理

解と御協力をお願いします。 

 １年全体 ２年全体 ３年全体 全校 

Ｒ４ 91% 63% 67% 74% 

Ｒ５ 84% 89% 77% 77% 

Ｒ６ 49% 43% 40% 40% 

１ 学校評価について           

ほぼ全ての項目で 3.0以上のポイントであり学 

校の教育活動に肯定的であると考えられます「生 

徒は学習内容が身に付くように家庭学習に取り組 

んでいますか（毎日 120分以上）」という項目で 

１・２学年において 3.0を下回っており，家庭学 

習 120分の定着に課題が見られます。月毎の生活 

の記録の振り返りなどを生かし，生活改善，学習時間の確保を目指してほしいと思います 

※ 奄美市全体としては 6090運動（小学生は 60分，中学生は 90分の家庭学習）を推進しています。 

２ 家庭評価について 

  生徒を称賛することや傾聴の姿勢，家庭生活におけるしつけなどは，高い傾向が見られます。学習に係る項目につ

いては，全体的に低い傾向にあり，家庭学習の雰囲気づくりや保護者の見届け等に課題が見られます。そのため，お

子さんの家庭学習への取組については，保護者の皆様方の積極的な声掛け・見届けとともに頑張りを称賛していただ

ければと思います。 

３ 自由意見について 

 自由意見において，①アンケートについて，②部活動・テストについて，③体育大会の開催について，④タブレッ

トの扱いについて，⑤携行品の連絡について，⑥生徒との関わり方について，⑦学校（職員）へのお礼等の多くの御

意見をいただきました。改善できるものは改善に向け，関係者間や関係機関と協議してまいりたいと思います。あり

がとうございました。 

２月学校行事 

ＳＣ永田先生５日，12日，19日 ＳＣ丸内先生 13日午前，18日午前 

３日（月） 教育相談（１～３年）～６日（木） 

学校評議員会 

５日（水） テスト前部活動停止期間 

７日（金） ジョイントプラン，クリーン登校 

11日（火） 建国記念の日 

12日（水） 学年末テスト１日目 

13日（木） 学年末テスト２日目 

14日（金） 学年末テスト３日目 

16日（日） 市民清掃日 

19日（水） 新入生説明会 

20日（木） 学年・学級ＰＴＡ 家庭教育学級閉級式 

28日（金） 公立入試事前指導 

【回答状況】 


